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～第 204 通常国会 国民大運動･安保破棄中実委･中央社保協主催 5･26 定例国会行動～ 

数々の悪法を許さず、徹底審議をもとめ 

国会の最終版を迎えた５月 26 日、三者共催による定例

国会行動は、国公労連の森慧佑中央執行委員による司会の

もとでおこなわれ、参議院会館前には 120 名を超える参加

者が集まりました。当日は午後から、憲法審査会が参議院で

開かれるため総がかり行動実行委員会による行動も予定さ

れ、時間を調整し短縮しておこないました。参加者は、数々

の悪法を強行する菅政権を許さないとの声をさらに大きく

して、憲法をいかし国民のいのちと暮らし最優先の政治の

転換をと決意を固めあいました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催者を代表して全生連の前田美津恵副会長は、国民に自粛を求めるだけの

無策のコロナ対策とオリンピック強行で、菅政権の支持率は軒並み下がってい

ると指摘。強行しようとしている高齢者医療費 2 倍化法案は受診控えによる重

篤化も懸念され憲法 25 条にも背くものであり、全国で住民監視をおこなう土

地利用規制法案とともに、入管法改定案のように、世論を大きく広げて、徹底

審議で廃案に追い込むために団結して頑張ろう」とよびかけました。 

力を合わせて、廃案に追い込もう！ 

日本共産党の宮本徹衆議院議員は、｢いま、政治が何よりもやらなければいけないこ

とは、オリンピックよりもコロナ対策に全力をあげることだ」と指摘。「次から次へと

悪法が山場を迎え、高齢者医療費 2 倍化法案も、受診抑制による健康への悪影響を示

す根拠を明示しても健康への影響はわからないなどと無責任極まりない答弁をしてい

る」と批判。また、憲法の上に軍事を置く土地利用規制法案も違憲法案だと指摘し、

｢廃案に追い込むために最後の最後まで力を合わせ頑張ろう｣とよびかけました。 

持続化給付金の再給付や消費税減税

など、コロナ禍で疲弊している中小業者

が、頑張っていきたいと必死な思いで集

めた署名です。ぜひ、こうした声を国会

に届けてください。 



 

 

 

 

 

 

 

行動の最後に、全教の村田信子中央執行委員によるコールにより参加者は、「いのち、暮らし最優先の政治

の転換にむけて、たたかうぞ！」と、国会に向けて思いをひとつにこぶしを高く掲げました。 

 

日本平和委員会の千坂純事務局長は、国会論戦のなかで政府は立法事実、法案を

制定しなければならない理由を何ら示せないと指摘。「全国で 16 の自治体が決議を

上げていると言うが、核兵器禁止条約への参加を求める決議は全国で 500 を超え、

日米地位協定改定は全国知事会も求めている。自治体の声を大事にするのであれば、

こうした声にこそ応えるべきだ」とし、「まさに違憲の弾圧立法。時代を逆戻りさせ

ないために、全力で廃案へと追い込む」と決意を語りました。 

日本高齢期運動連絡会の武市和彦事務局長は、全国から届けられた 105 万人分の

署名を国会に提出したことを報告。寄せられた 3,500 通のアンケートでは、現在 1

割負担の人の約 3 割が受診制限を考えざるをえないと回答しているが、政府は審議

のなかで受診抑制について認めていないと指摘。年収要件についても、政令でいくら

でも変えられるとし、「何よりもコロナ対策こそきちんとやるべきときに真逆の悪法

は許さない。運動を大きく広げて廃案に追い込むまでたたかう」と訴えました。 

中央社保協の山口一秀事務局長は、「国会の最終盤で審議されている土地利用規

制法案、国民投票法改正案、高齢者医療費 2 倍化法案、これらの悪法を許さず『何

としても廃案を！』の声を国会に集中させよう」と強調。また、衆院厚労委員会で

の法案審議では、与党が審議打ち切りの動議を出して審議の封じ込めをおこない採

決を強行したと批判。「数の力を笠に着て何がなんでも強行する暴挙を許さず、世

論に訴え、運動を大きく前進させよう」とよびかけ行動提起をおこなった。 

＜各法案審議日程＞ 

●国民投票法改定案   26日参院憲法審、6/2(水)参考人質疑、与党6/9（水)の採決狙う。最大の焦点に。 

●高齢者医療費2倍化法案  19日参院本会議審議入り 31日参考人質疑、6/1(火)か3日(木)に採決狙う 

●土地利用規制法案   28日(金)内閣委員会採決、6/1本会議可決で4日参院審議入り狙う 

●各法案の審議状況により、委員会傍聴･昼の議員会館前集会がとりくまれます。 

 

＜今後のとりくみ＞ 

●6月4日(水)13:00～ インボイス制度導入反対院内集会 衆議院第1 多目的ホール 

 

※ 次回 三者共催定例国会行動   6 月 9 日(水)  12:15～13:00  参議院会館前を予定 


